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９月定例会

平成29年度各会計歳入・歳出決算を認定
・９月定例会

・郡議長会主催議員大会
2～6㌻

10 ㌻
・議会報告会 ・所管事務調査7 ㌻

・一般質問11～13㌻

中央分団　自動車ポンプの部で優勝！
麓分団　小型ポンプの部で第３位！

鹿児島県消防操法大会



一
般
会
計
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
ま
し
た

第
４
号

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

⃝
�

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
利

活
用
計
画
策
定
事
業
に
係

る
委
託
料

　
　

１
５
０
０
万
円
の
増

⃝
�

小
学
校
４
校
の
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
撤
去
及
び
フ
ェ
ン
ス
設
置

に
係
る
修
繕
料

　
　

７
７
０
万
円
の
増
で
す
。

第
５
号

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

⃝
�

西
日
本
豪
雨
災
害
支
援
と
し

て
実
施
す
る
被
災
者
雇
用
支

援
、
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
及
び
被
災
地
親
子
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
に
係
る

　

�

諸
費

　
　

１
０
６
４
万
円
の
増
で
す
。

第
６
号

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

⃝
�

中
央
分
団
及
び
麓
分
団
の

鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会

へ
出
場
す
る
た
め
の
費
用

　

�　

２
８
４
万
５
千
円
の
増

で
す
。

錦
江
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た

　

西
大
原
自
治
会
と
東
大
原

自
治
会
が
統
合
し
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
大
原
自
治
会
と

な
っ
た
た
め
に
、「
東
大
原
」

「
西
大
原
」
を
「
大
原
」
と
し

ま
し
た
。

錦
江
町
田
代
開
発
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
を
改
正
し
ま
し
た

　

錦
江
町
田
代
開
発
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
使
用
料
の
見

直
し
と
、
使
用
区
分
に
舞
台
を

追
加
し
ま
し
た
。

錦
江
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

県
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
未
就
学
児
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推

薦
し
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
が

議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
法

務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
委
員
の
任

期
が
、
平
成
30
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
女
性

の
原
口
照
美
さ
ん
（
木
原
自
治

会
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
賛
成

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
12
月
31
日
ま
で

で
す
。

田
代
中
学
校
非
構
造
部
材
耐

震
等
工
事
請
負
変
更
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
６
月
議
会
で
議

決
し
た
平
成
29
年
度
田
代
中

学
校
非
構
造
部
材
耐
震
等
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
外
壁

改
修
工
事
等
の
改
修
箇
所
の

増
加
及
び
施
工
工
事
の
追
加

が
生
じ
た
た
め
、
変
更
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

契
約
金
額

変
更
前　

５
８
８
６
万
円

変
更
後　

６
２
０
３
万
５
千
円

宿
利
原
学
習
セ
ン
タ
ー
再
編

事
業
改
修
工
事
請
負
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た

　

宿
利
原
学
習
セ
ン
タ
ー
の

再
編
事
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
し
て
旧
宿
利

原
中
学
校
を
改
修
し
、
老
朽
化

し
た
消
防
分
団
車
庫
を
建
設

し
ま
す
。

契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

大
山
組

　
代
表
取
締
役　

大
山　

卓
郎

契
約
金
額

　
　

６
６
４
２
万
円

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
26

日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
報
告
（
補
正
予
算
３

件
）、補
正
予
算
６
件
、条
例
改
正
４
件
、諮
問
１
件
、

契
約
２
件
、
決
算
認
定
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

９月定例会

改正前 改正後

ホール
  9：00～17：00 400 240
17：00～22：00 650 320

※使用区分に舞台が追加されました。

舞　台
  9：00～17：00 120
17：00～22：00 160

（円）

※�ホールの全面使用の場合は掲載した金額とするが、
　バドミントンコート１面分のみの場合は、２分の１の額とする。
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宿利原学習センター再編事業改修工事1803万６千円など可決
　一般会計・特別会計の５補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

町有施設整備基金費
1 億 5629万 4千円

元金積立

宿利原学習センター再編事業改修工事
1803 万 6千円

消防詰所の別棟化、
浄化槽面積要件の変更による増

なんぐうばれいしょ種子事業補助金
60 万円

面積確保と産地維持を図るため、新規生産者等
に種子1袋 1,500円の助成を行なうものです。

財政調整基金費	 5191 万 1千円
元金積立
（平成 29 年度繰越金　１億 382 万円× 1/2）

特産品ブランディング事業業務委託
600 万円

農林漁業者及び食品加工業者等の経営力向上及び本町特
産品の付加価値向上のためのブランド化を図るものです。
委託料	 500 万円
旅費	 100 万円

一般会計

修繕料	 249 万 4千円
水中ポンプ取替（2台）	 99 万 4 千円
その他修繕費	 150 万円

農業集落排水事業

備品購入費	 236 万円
スマート検診システム購入費	 216 万円
発電機購入費	 20 万円

基金積立金	 216 万 2千円
元金積立

簡易水道事業

償還金（平成 29年度精算）
4249 万 2千円

介護給付費	 3836 万 6 千円
介護予防・日常生活支援総合事業	 125 万 9 千円
包括的支援・任意事業	 286 万 7 千円

繰出金（平成 29年度精算）
525 万 8千円

低所得者保険料	 2 万 4 千円
介護給付費	 429 万 7 千円
事務費	 93 万 7 千円

介護保険事業（保険事業勘定）

過年度療養給付費等負担金国県返納金
1014 万円

償還金

糖尿病重症化予防・歯周病疾患検診
76 万 4千円

管理栄養士等謝金	 42 万 5 千円
検診手数料	 33 万 9 千円

国民健康保険事業 旧宿利原中学校の改修工事が進められています。
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一般会計の決算状況

１．人件費
　議員報酬や町長・職員等の給与、社会保険料など
２．物件費
　消耗品費、燃料費、通信運搬費、手数料、備品購入
費、使用料など
３．維持補修費
　道路、建物などの修繕費
４．扶助費
　児童手当、子ども医療費、介護福祉タクシー助成等
の助成金など

５．補助費等
　国・県、各種団体等への負担金や各種団体等への補助
金など
６�．投資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費）
　道路の新設改良工事費や災害復旧工事費、公有財産
購入費など
７．公債費
　町の長期借入金等への返済金
８．積立金
　基金への積立て
９．繰出金
　簡易水道事業や国民健康保険事業等の特別会計への繰出金

歳出グラフ（性質別）の主な内容

自主財源
18.5％

依存財源
81.5％

人件費
9億4,140万円（14.4%）

扶助費
9億5,297万円（14.5%）

公債費
9億9,040万円（15.1%）

物件費
7億3,305万円（11.2%）

補助費等
7億1,375万円（10.9%）

普通建設事業費
12億4,418万円（19.0%）

繰出金
6億7,820万円（10.3%）

維持補修費
5,128万円（0.8%）

投資・出資・貸付金
15万円（0.0%）

積立金
1億9,934万円（3.0%）

災害復旧事業費
5,104万円（0.8%）

町税
6億5,099万円（9.8％）

地方交付税
33億6,303万円
　　　（50.5%）

町債
7億4,435万円（11.2%）
地方譲与税など
2億2,509万円（3.4%）

県支出金
4億7,390万円（7.1%）

国庫支出金
6億2,129万円 （9.3%）

分担金及び負担金
2,870万円（0.4%）
使用料・手数料
8,596万円（1.3%）
財産収入
2,906万円（0.4%）
繰入金
1億9,316万円（2.9%）
諸収入
7,976万円（1.2%）
繰越金
1億2,988万円（1.9％)
寄附金
3,891万円 (0.6％)

歳出歳入

　

９
月
４
日
の
定
例
会
に
お

い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
29
年
度
錦
江
町
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
７

会
計
に
つ
い
て
、
９
月
６
日
か

ら
13
日
ま
で
の
う
ち
４
日
間

に
わ
た
り
審
査
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算

執
行
は
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
行
な
わ
れ
た
の
か
、
予
算
計

画
に
対
す
る
実
績
は
妥
当
で

あ
り
、
か
つ
行
政
効
果
や
経
済

効
果
に
主
眼
を
お
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

綺麗に復旧された神川大滝線

決
算
審
査
特
別
委
員
会

歳出決算額　65億5,576万円歳入決算額　66億6,408万円
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・
神
川
小
学
校
は
耐
震
の
た
め
に
鉄
骨
で

補
強
し
て
あ
る
が
、
錆
が
出
て
い
る
。

耐
震
補
強
を
し
た
学
校
は
全
て
点
検
を

行
な
い
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
建
設
工
事
は
ほ
ぼ
変
更
契
約
が
為
さ
れ

て
い
る
。
止
む
を
得
な
い
事
情
に
依
る

も
の
と
理
解
は
す
る
が
、
で
き
る
だ
け

当
初
の
計
画
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
日
曜
日
ま
で
配

達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
事
業

所
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
よ

う
に
行
政
が
支
援
す
る
形
も
含
め
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
が
で
き
る

こ
と
は
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
県
道
や
町
道
の
白
線
が
劣
化
し
消
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
動
物
死
体
処
理
は
委
託
し
な
い
と
い
け

な
い
の
か
。職
員
で
対
応
は
で
き
な
い
か
。

・
伐
開
作
業
や
除
草
作
業
に
つ
い
て
は
、
一

週
間
後
に
除
草
剤
を
撒
く
こ
と
で
効
率

が
よ
い
の
で
、
町
道
に
つ
い
て
も
効
率
的

な
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
努
力

し
て
い
る
と
理
解
す
る
が
少
し
で
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・
婚
活
事
業
は
下
火
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
変
わ
ら
ず
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
お
茶
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
等
と
連
携
し
、
茶
の
成
分
等
を
明

確
に
し
た
う
え
で
販
路
開
拓
を
す
る
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
監
査
意
見
書
に
も
公
用
車
の
適
正
な
管

理
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
が
、
公
用
車

を
運
転
す
る
際
は
安
全
運
転
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

・
神
川
地
区
は
川
の
堤
防
よ
り
低
い
と
こ
ろ

に
家
が
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
大
災
害

が
起
こ
る
前
に
国
県
へ
河
川
堤
防
の
補

強
な
ど
を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平成29年度
各会計

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額 一般会計からの
繰　入　額

基金からの
繰　入　額

国民健康保険事業 15 億 9304 万 6 千円 15 億 5253 万 1 千円 4051 万 5 千円 1 億 3336 万 6 千円 3 万円

後期高齢者医療事業 1 億 3001 万 9 千円 1 億 2824 万 7 千円 177 万 2 千円 6743 万 3 千円 0 円

介護保険
事 業

保 険 事 業 
勘 定 12 億 9348 万円 12 億 465 万 4 千円 8882 万 4 千円 １億 6887 万円 0 円

サ ー ビ ス
事 業 勘 定 891 万 5 千円 882 万 8 千円 8 万 7 千円 217 万 5 千円 0 円

簡 易 水 道 事 業 1 億 3635 万 6 千円 1 億 3134 万 5 千円 501 万 1 千円 3007 万 7 千円 0 円

農業集落排水事業 3122 万円 3068 万 5 千円 53 万 5 千円 2011 万 1 千円 0 円

決
算
審
議
で
の
主
な
意
見

歳入・歳出決算を
認定
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議案に対する各議員の賛否状況
　平成 30年第３回　定例会（９月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

承認第 3号 専決した事件の承認（平成30年度錦江町一般会計補正予算（第４号）） 簡易表決で可決
承認第 4号 専決した事件の承認（平成30年度錦江町一般会計補正予算（第５号）） 簡易表決で可決
承認第 5号 専決した事件の承認（平成30年度錦江町一般会計補正予算（第６号）） 簡易表決で可決
議案第44号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第7号） 簡易表決で可決
議案第45号 平成 30年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第46号 平成 30年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第47号 平成 30年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決
議案第48号 平成 30年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決
議案第49号 錦江町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第50号 錦江町田代開発センター条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第51号 錦江町土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第52号 錦江町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第53号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第８号） 簡易表決で可決
議案第54号 平成 29年度田代中学校非構造部材耐震等工事請負変更契約の締結 簡易表決で可決
議案第55号 宿利原学習センター再編事業改修工事請負契約の締結 簡易表決で可決
諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦 簡易表決で可決
認定第 1号 平成 29年度錦江町一般会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認定第 2号 平成29年度錦江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認定第 3号 平成29年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 4号 平成29年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 5号 平成 29年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計
歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 6号 平成 29年度錦江町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認定第 7号 平成29年度錦江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。

請
願
・
陳
情
の
仕
方

　
町
政
等
に
つ
い
て
の
要
望
等
を
請
願
書
や
陳
情

書
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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７
月
９
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
、
町
内
８
会
場
に
お
い
て

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
多
く
の
町
民
の
方
に
お

集
ま
り
を
い
た
だ
き
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
議
会
活
動
の

報
告
の
あ
と
、
意
見
交
換
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
か
ら
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
質
疑
・
意
見
に
対
し

て
、
９
月
19
日
の
議
会
改
革
推

進
会
議
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
議
会
報
告
会
の
ま
と
め
及

び
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
協

議
し
、
役
場
な
ど
の
関
係
課
で

調
査
し
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

議
会
活
動
の
報
告
会
を
開
催多くの方にご参加いただき、たくさん

の貴重なご意見をいただきました。

町民からの質疑・意見 今後の対応策の検討状況
　ふるさと納税について、志布志市や大
崎町は納税額が多く、南大隅町も１億円
を超えている。返礼率が３割以内となっ
たことも理解するが、錦江町は減額に
なったことを、どうとらえているか。

　今後、議員全員で組織する地方創生まちづくり調査
特別委員会で検討調査するとともに、トップセールス
に期待するところです。

　プレミアム商品券について、若い共働
き世帯は購入に行けないので、不公平感
を感じているとのことであったが、今年
度はどのような方法で販売するのか。

　今年度は多くの町民の方に利用してもらおうと販売
時間の変更をして対応しましたが、初日での完売と
なったようです。各地区での販売の要望については、
販売経費等の問題などで難しいとのことです。
　より多くの町民の方が購入できるような方法の検討
を、商工会に望むところです。

　自治会公民館の改修補助及び、新築補
助はどうなっているのか。

　増築及び改修については、一施設当たり事業費の
40％以内で 100 万円が限度となっています。
　また、新築は一施設当たり事業費の 40％以内で 300
万円が限度となっており、自治会統合の場合、一施設
当たり事業費の 80％以内で 800 万円が限度となってい
ます。

　海岸線の１万歩コースは道路が破損し
ているので、改修してほしい。

　塩屋自治会から、
町を通じて県へ要
望書を 10 月に提出
してあります。

　消防後援会費が各後援会で違う。田代
地区は一律になっているが、大根占地区
も統一してもらいたい。どうにかならな
いものか。

　錦江町連合消防後援会の会長に、議会報告会で複数
の地区からこのような意見があったことを伝え、後援
会で検討していただくように、申入れをしました。

劣化が見られる塩屋地区の海岸線
（１万歩コース）
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か
な
か
表
現
し
に
く
い
よ
う

で
あ
る
。

サ
カ
キ
は
、
古
来
、
神
に

奉
る
た
め
の
供
花
と
し

て
現
在
も
変
わ
り
な
く
供
え

ら
れ
て
い
る
が
、
市
場
で
は
中

国
産
が
シ
ェ
ア
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
な
っ
た
背
景
と
し
て
産

地
で
あ
っ
た
紀
伊
半
島
な
ど

の
高
齢
化
に
よ
り
生
産
者
が

減
少
し
た
た
め
、
日
本
の
商
社

が
中
国
に
渡
り
栽
培
を
さ
せ

た
た
め
で
あ
る
が
、
中
国
産
は

日
持
ち
が
悪
い
た
め
、
少
々
高

く
て
も
国
産
が
見
直
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
生
産
量
生

産
額
と
も
右
肩
上
が
り
で
、
伸

び
し
ろ
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

錦
江
町
で
は
、
シ
キ
ミ
は

現
状
を
維
持
し
、
今
後

は
サ
カ
キ
を
間
伐
し
た
杉
林

に
財
産
を
残
し
な
が
ら
植
栽

し
て
い
き
、
農
林
業
と
の
複
合

経
営
を
進
め
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

文教産業
常任委員会

鹿
児
島
県
の
枝
物
生
産

は
、
シ
キ
ミ
が
生
産
量

５
５
５
ｔ
で
全
国
１
位
、
サ
カ

キ
・
ヒ
サ
カ
キ
が
２
５
２
ｔ
、

全
国
２
位
、
九
州
で
は
１
位
の

地
位
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
他
、
鹿
児
島
県

の
花
木
類
の
生
産
額
の
推
移
、

そ
の
中
で
の
枝
物
の
生
産
量
、

生
産
額
の
単
価
の
推
移
及
び

栽
培
面
積
の
説
明
を
受
け
た
。

農
事
組
合
法
人
大
根
占
枝

物
生
産
組
合
は
、
平
成

８
年
10
月
24
日
に
任
意
組
合

で
発
足
し
、
平
成
15
年
12
月
８

日
に
農
事
組
合
法
人
に
法
人

登
記
し
て
お
り
、
組
合
員
は
50

名
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
活
動

人
員
は
30
名
弱
で
あ
り
、
植
栽

面
積
は
シ
キ
ミ
が
28
・
７
ha
、

サ
カ
キ
が
７
・
５
ha
、
ヒ
サ
カ

キ
が
４
・
７
ha‌

、
全
体
で
41
・

２
ha
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
状
況
は
、
平
成
10

年
度
か
ら
集
荷
が
始

ま
り
、
平
成
29
年
度
ま
で
に

６
億
１
９
０
万
円
の
売
上
げ
、

平
成
25
年
度
が
ピ
ー
ク
で
４
，

５
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

出
荷
状
況
は
、
北
九
州
か

ら
関
西
地
域
へ
大
根
占

枝
物
生
産
組
合
が
独
自
に
、
統

一
規
格
で
週
２
回
以
上
出
荷

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

枝
物
栽
培
の
利
点
は
、
遊

休
農
地
、
林
床
等
が
活

用
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る

が
、
特
に
風
害
・
霜
害
・
鳥
獣

害
に
強
く
、
年
間
を
通
じ
て
出

荷
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

事
業
の
導
入
状
況
は
、
平

成
８
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
ま
で
、
樹
林
造
成
か
ら
集

出
荷
施
設
、
冷
蔵
施
設
な
ど
の

施
設
整
備
を
行
な
っ
て
お
り
、

樹
林
造
成
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
に
41
・
２
ha
で
、
事
業
費

は
１
億
２
，
０
０
０
万
円
、
う

ち
補
助
金
は
７
，
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
費
用
対
効
果

と
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
売
上

約
６
億
円
で
あ
る
の
で
投
資

効
果
は
十
分
で
あ
り
、
今
後

し
っ
か
り
管
理
し
て
い
け
ば

大
き
な
効
果
を
、
さ
ら
に
生
み

出
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

高
齢
化
を
視
野
に
入
れ

た
新
規
就
農
者
の
育
成
強
化

と
技
術
取
得
で
あ
り
、
長
期
的

な
組
合
持
続
の
た
め
に
、「
定

時
・
定
量
・
定
出
荷
・
定
収
入
」

が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
樹
木

の
耐
用
年
数
が
25
年
と
長
期

な
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た

管
理
を
行
な
い
、
農
林
業
と
の

複
合
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と

が
、
行
政
と
し
て
の
要
望
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

町
有
林
で
の
サ
カ
キ
栽
培

は
、植
栽
が
平
成
９
年
、

面
積
３
・
７
ha
、
８
，
４
５
０

本
で
あ
り
、
区
画
を
４
区
画
に

分
け
て
取
得
権
利
の
入
札
を

行
な
っ
て
お
り
、
こ
の
区
域
に

つ
い
て
は
被
害
地
造
林
、
高
齢

級
間
伐
、
特
用
樹
林
造
成
に
お

け
る
事
業
費
と
取
得
権
利
収

入
及
び
間
伐
収
入
と
の
収
支

は
、
こ
れ
ま
で
に
約
４
３
０
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
山
の
仕
事
と
い
う

の
は
、
長
期
に
わ
た
る
作
業
で

収
支
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
な

目
で
見
て
も
ら
わ
な
い
と
、
な

特
用
林
産
物
（
枝
物
）
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

所管事務調査
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Ｑ
薬
剤
散
布
、
肥
料
は
ど

う
や
る
の
か
。

Ａ
薬
剤
散
布
は
重
要
で
あ

る
。
虫
食
い
が
あ
る
と

市
場
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
、

値
段
も
落
ち
る
。
あ
る
程
度
の

虫
食
い
や
汚
れ
た
葉
は
落
と
す

が
、
後
の
作
業
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ

る
。
肥
料
は
、
植
え
た
時
に
森

林
肥
料
を
や
る
く
ら
い
で
あ
る
。

Ｑ
平
成
25
年
度
を
ピ
ー

ク
に
生
産
量
が
減
少

Ｑ
サ
カ
キ
は
１

回
切
っ
て
か
ら

次
を
切
る
ま
で
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
の
か
。

Ａ
切
り
方
も
毎
年

毎
年
切
る
や
り

方
と
、
１
回
で
ボ
ウ
ズ

Ａ
価
格
に
つ
い
て
は
20
年
前

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
田
代
地
区
の
現
状
は

ど
う
か
。

Ａ
生
産
組
合
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
個
人
で
市
場
に

出
荷
し
て
い
る
。
２
、３
名
の
方

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
方

が
組
合
よ
り
単
価
が
高
い
よ
う

な
の
で
、
大
根
占
の
組
合
へ
の
加

入
は
進
め
な
か
っ
た
。
面
積
と
し

て
は
、
事
業
導
入
の
面
積
で
シ
キ

ミ
６
ha
、
サ
カ
キ
２
ha
、
ヒ
サ
カ

キ
４
ha
程
度
で
あ
る
。

Ｑ
町
有
林
の
契
約
者
へ
町

は
管
理
な
ど
の
指
導

を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
指
導
は
行
な
っ
て
い

る
。

現
地
調
査
で
は
、
大
根
占

枝
物
流
通
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
出
荷
さ
れ
る
シ
キ
ミ
、

サ
カ
キ
の
種
類
の
説
明
及
び
く

く
り
の
状
況
を
見
学
、
意
見
交

換
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
町
有
林

の
サ
カ
キ
植
栽
地
及
び
個
人
の

シ
キ
ミ
の
植
栽
地
を
見
学
し
た
。

Ｑ
く
く
り
を
さ
れ
る
方

が
い
る
の
か
。

Ａ
シ
キ
ミ
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。

な
か
な
か
根
気
の
い
る
仕
事
な

の
で
い
な
い
。
サ
カ
キ
は
ま
だ
作

り
手
が
い
な
い
の
で
個
人
で
や
っ

て
い
る
。
逆
に
く
く
り
が
で
き
な

い
と
歩
留
ま
り
が
悪
く
な
る
。

Ｑ
組
合
員
が
全
員
こ
の
施

設
を
使
う
と
し
た
ら
、

溜
桝
な
ど
足
り
る
の
か
。

Ａ
大
丈
夫
で
あ
る
。
特

需
期
に
多
く
な
る

が
、
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と

は
な
い
。

Ｑ
枝
物
栽
培
の
経
営

者
と
し
て
の
一
番
の

問
題
は
何
か
。

Ａ
新
芽
が
吹
く
こ
ろ
一ひ

と

月つ
き

位
採
れ
な
い
時
期

が
あ
る
。
そ
の
時
期
に
収
入

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

と
、
他
の
作
物
か
ら
す
る
と

地
味
な
仕
事
だ
か
ら
だ
ろ
う

か
、
若
者
が
取
り
組
ん
で
く

れ
な
い
所
で
あ
る
。

に
し
て
切
る
方
法
が

あ
る
が
、
ボ
ウ
ズ
に

す
る
と
次
切
る
ま
で

に
３
、４
年
か
か
る
。

　
サ
カ
キ
の
日
本
産
は
約
１
割
で
あ
り
、
需
要
は
あ
る
が
供
給
が

追
い
付
か
な
い
状
況
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
本
町
の
特
産

品
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
物
を
調
査
し
て
き

た
が
、
な
か
な
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今

回
の
調
査
で
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
兼
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
新
規
参
入
者
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
枝
物
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
普
及
活

動
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
言
す
る
。

し
て
い
る
が
、
原

因
は
何
か
。

Ａ
高
齢
化

が
一
番
の

原
因
で
、
組
合
員

が
減
少
し
て
き
た

こ
と
で
、
生
産
量

も
お
の
ず
と
減
少

し
て
き
た
。

Ｑ
価
格
の
変

動
は
ど
う

か
。
減
少
の
一
因

か
。

●
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

質 

問

質 

問
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10
月
19
日
、
錦
江
町
役
場
本

庁
に
お
い
て
肝
属
郡
町
村
議

会
議
長
会
が
主
催
す
る
全
議

員
大
会
・
全
議
員
研
修
会
及
び

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

肝
属
郡
町
村
議
会
議
長
会

会
長
で
あ
る
水
口
孝
俊
錦
江

町
議
会
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

開
催
地
で
あ
る
本
町
の
木
場

一
昭
町
長
と
鶴
田
志
郎
県
議

会
議
員
に
来
賓
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

　

議
員
大
会
で
は
、「
東
九
州

自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る

高
規
格
幹
線
道
路
及
び
域
内

主
要
道
路
の
整
備
促
進
に
関

す
る
決
議
（
案
）」
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
講
師
を
招
き
、

「
議
会
運
営
・
議
会
審
議
の
基

本
」
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
錦
江
町
多
目

的
運
動
場
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
４
日
に
、
岐
阜
県
高
山

市
議
会
が
、
10
月
17
日
に
、
鳥

取
県
江
府
町
議
会
が
、
ま
ち
・

ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
創
生

協
議
会
の
取
組
や
錦
江
町
『
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
研
修
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
に

２
議
会
が
来
町

議員大会・全議員研修会の様子

研修視察に訪れた高山市議会

肝
属
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員
大
会
・

全
議
員
研
修
会
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
錦
江
町
で
開
催

10きんこう議会だより 55号



「おさらい先生」を実践する
神川小学校の児童たち

  
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
が
、
県
内
の
公
立
小
・

中
学
校
で
全
国
平
均
を
全
て
下

回
っ
た
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

教
育
長　
町
全
体
で
は
、

小
・
中
学
校
と
も
に
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
努
力
と
教
職
員

の
指
導
の
成
果
が
表
れ
て
き
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

  

２
学
期
に
向
け
た
授
業

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。教育

長　

現
在
、
各
学

校
で
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
に
向
か
う
授
業
を
目

指
し
て
い
る
。
各
小
学
校
で
は
、

今
年
９
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
教
材「
お

さ
ら
い
先
生
」
を
導
入
し
た
。

  

不
登
校
の
実
態
は
ど
う

か
。

教
育
長　

今
年
度
１
学

期
末
の
時
点
で
欠
席
日

数
が
30
日
を
超
え
た
子
ど
も
は

い
な
い
。

 

ゲ
ー
ム
に
よ
る
学
習
時

間
へ
の
影
響
や
そ
の
対

策
に
つ
い
て
ど
う
か
。

教
育
長　

本
年
度
の
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
利
用

状
況
は
調
査
中
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
学
校
が
連
携
し
て
「
錦

江
町
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
大
作

戦
！
」
を
合
言
葉
に
、
情
報
モ

ラ
ル
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

教育長

９月定例会では、３名の議員より
一般質問が行なわれました。

町
独
自
の

福
祉
事
業
は
？

今
進
ん
で
い
る

事
業
は
？

子
育
て
支
援
は
？

一般質問Q＆Ａ
ここが聞きたい

※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

町
全
体
で
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
９
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
教
材
「
お
さ
ら

い
先
生
」
を
導
入
し
た

学校
教育

川越 裕子 議員

全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
受
け
止

め
た
今
後
の
検
討

は

各種団体の皆様、
議会議員と意見交換をされませんか。
　錦江町議会では、町民の皆さんがもってる課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町政などに反映
させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めています。希望される団体等があり
ましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、若しくはメールで申し込んで
ください。なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、個人では申し込むことはできません。

11 きんこう議会だより 55号



雄川の滝上流展望所の階段

一般質問
Q＆Ａ

観光
振興  

雄
川
の
滝
上
流
展
望
所

で
は
急
な
階
段
が
続

き
、
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な

方
々
は
不
便
な
状
況
に
あ
る

が
、
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
の
建

設
な
ど
、
対
応
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長　

展
望
所
建
設
当

初
に
も
検
討
さ
れ
た
が
、

場
所
的
な
問
題
か
ら
整
備
が

見
送
ら
れ
た
。
完
全
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
困
難
で
あ
る
。

  

奥
花
瀬
そ
う
め
ん
流
し

「
瀬
々
來
樹
館
」
へ
の
降

り
口
は
階
段
が
続
き
、
高
齢
者

や
足
の
不
自
由
な
方
々
は
不

便
な
状
況
に
あ
る
が
、
改
善
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

  

世
界
文
化
遺
産
事
業
に

つ
い
て
、
明
治
維
新

１
５
０
年
と
い
う
記
念
の
年

に
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た

「
大
隅
半
島
、
明
治
維
新
の
旅
」

と
銘
打
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

今
年
度
の
開

催
は
難
し
い
が
、
郷
土
教

育
の
推
進
と
し
て
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
地
域
を
含
め
、
親
子

で
歴
史
や
文
化
遺
産
を
学
習
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
は
検
討
し
て
も

良
い
と
考
え
る
。

  
バ
ス
ツ
ア
ー
が
可
能

だ
っ
た
場
合
、
参
加
へ
の

呼
び
か
け
は
可
能
か
。

教
育
課
長　
「
か
ご
し
ま

探
検
の
会
」
の
行
っ
て
い

町
長　

現
在
、
奥
花
瀬

は
県
の
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
事
業
の
に
ぎ
わ
い
回

路
事
業
で
整
備
を
進
め
て
い

る
。
本
年
度
に
な
る
べ
く
自
然

景
観
を
損
な
わ
な
い
方
法
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
計
画
し
て
い

き
た
い
。

  

奥
花
瀬
の
紅
葉
の
木
陰

に
水
路
を
通
し
て
、
腰

か
け
た
状
態
で
足
に
水
を
つ
け

る
「
足
水
」
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
と
思
う
。
計
画
の

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
県

と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

る
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
支
援
は
可
能
で
あ
る
。

  「
か
ご
し
ま
探
検
の
会
」

の
東
川
隆
太
郎
先
生
に

よ
る
町
の
文
化
財
や
魅
力
あ
る

地
域
・
施
設
な
ど
を
紹
介
す
る

講
演
会
を
開
催
す
る
考
え
は
な

い
か
。教

育
長　

町
民
の
今
後

の
要
望
を
把
握
し
な
が

ら
、
町
文
化
事
業
検
討
委
員
会

で
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

池田 行德 議員

観
光
地
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
つ
い
て

の
対
応
策
を
ど
う

考
え
る
か

奥
花
瀬
は
自
然
景
観
を
損
な
わ
な
い
方
法
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
計
画
し
て
い
き
た
い

今
年
度
の
開
催
は
難
し
い
が
、
親
子
で
歴
史

や
文
化
遺
産
を
学
習
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
は
検

討
し
た
い

町長

教育長
郷土
教育

「
大
隅
半
島
、
明
治
維
新
の
旅
」

と
銘
打
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行

う
考
え
は
な
い
か

「かごしま探検の会」
の東川隆太郎先生
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中西自治会にある建屋型のトイレは農業従事者等に
広く利用されています。

防災
対策  

６
月
に
発
生
し
た
大
阪

府
北
部
地
震
直
後
の
火

災
現
場
の
映
像
を
見
た
際
、
現

場
付
近
の
道
路
の
地
下
水
道

管
に
破
損
が
あ
り
、
消
火
栓
の

使
用
が
で
き
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
消
火
栓
が
あ
れ
ば
初

期
消
火
が
で
き
、
安
心
だ
と

思
っ
て
い
た
が
大
阪
の
火
災

を
見
て
不
安
に
な
っ
た
。
錦
江

町
の
住
宅
密
集
地
等
で
の
地

震
・
事
故
等
で
消
火
栓
が
使
用

で
き
な
い
場
合
、
防
火
水
槽
の

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　
住
宅
密
集
地
や
河

川
、
用
排
水
路
等
の
自
然

水
利
の
確
保
が
難
し
い
場
所
に

お
い
て
は
、
防
火
水
槽
の
設
置
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
事
態
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
等
も
消
防
署
、
消
防
団
と
協

議
し
計
画
し
て
い
き
た
い
。
本
町

で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
緊
急

防
災
減
災
事
業
債
を
活
用
し
て

公
共
敷
地
へ
の
防
火
水
槽
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
皆

倉
自
治
会
の
国
道
添
い
の
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
緊
急
防
災
減
災
事
業
債

は
、
平
成
32
年
度
ま
で
活
用
で

き
る
の
で
、
公
共
の
敷
地
で
設
置

可
能
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
今
後

も
進
め
て
い
き
た
い
。

  

鳥
ノ
巣
地
区
か
ら
柳
ヶ

迫
地
区
周
辺
に
は
ト
イ

レ
が
な
く
、
農
業
者
の
方
々
が

苦
労
さ
れ
て
い
る
。
中
間
に
あ

る
鷲
ヶ
尾
地
区
に
ト
イ
レ
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

こ
の
地
区
は
、

国
営
肝
属
南
部
土
地
改

良
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
地

区
で
あ
る
。
か
ん
が
い
施
設
は

あ
る
が
、
南
部
土
地
改
良
区
の

水
利
使
用
規
則
に
よ
り
、
用
途

外
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
従
来
の
建
屋
型
ト
イ
レ
の

設
置
は
現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い

が
低
コ
ス
ト
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

使
わ
れ
る
仮
設
型
の
屋
外
ト
イ

レ
で
対
応
で
き
な
い
か
検
討
し

た
い
。

一般質問
Q＆Ａ

笹原 政夫 議員

住
宅
密
集
地
で
の

地
震
・
事
故
等
で

消
火
栓
が
使
用
出

来
な
い
場
合
の
防

火
水
槽
の
整
備
は

農業
振興

鷲
ヶ
尾
地
区
に
ト
イ
レ
の

設
置
は
で
き
な
い
か

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活
用
し
て
公
共
敷

地
へ
の
防
火
水
槽
の
設
置
を
進
め
た
い

年
次
的
に
設
置
す
べ
き
場
所
等
を
検
討
し
た

い

町長

町長

  

仮
設
で
は
な
く
、
台
風

等
で
飛
ば
な
い
よ
う
な

固
定
式
の
丈
夫
な
施
設
が
で
き

れ
ば
と
思
う
が
、
来
年
に
は
対

応
で
き
な
い
か
。

町
長　

基
本
的
に
は
設

置
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
が
、
鷲
ヶ
尾
地
区
だ
け

と
な
る
と
他
の
場
所
の
設
置
も

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
年
次
的
に
設
置

す
べ
き
場
所
や
用
地
提
供
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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近くは北海道地震や台風24号の直撃に
より、日本列島北から南に災害の爪痕

が生々しく今も残っています。又、平成の御
世も残り少なくなり、天皇の生前譲位が行わ
れようとしています。そのような中でも、季
節は確実に秋から冬へと移ろっていきます。
　秋は「読書の秋」。本は私達の最も身近にあ
り、読む者に感動を与え、生き方を導き、心
豊かにしてくれます。生活環境が変わろうと
も、私達の生き抜く力を養うことが大切であ
ろうと考えます。

　「議会だより」も55号の発行となりました。
住民の皆様方のご意見やご感想をお寄せ頂き
ながら、より充実していくよう努めて参りま
す。

◆議会報編集委員会
委 員 長　　小吉　昭弘
副委員長　　川越　裕子
委　　員　　馬込　守・右田　正
　　　　　　厚ヶ瀨博文

編 集 副 委 員 長

川越 裕子

編 集
後 記

　８月24日、日置市東市来で鹿児島県消防操法大会が開催され、本町から中央分団と麓分団が出場しました。
　自動車ポンプの部で中央分団が優勝、小型ポンプの部で麓分団が第３位と素晴らしい成績を収めました。

傍聴してみませんか
12月定例会は田代支所で開催！

12月定例会の会期は、
12月６日から19日
一般質問は、12月７日㈮の予定です。

田代支所３階の議場へ
傍聴においでください。

表紙を ウ ォッチ
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